












日本では、地面や食べ物などの自然から1年間に受けている

放射線の量は、一人当たり約2.1ミリシーベルトです。

 宇宙から 0.3 ミリシーベルト、

 地面から 0.33ミリシーベルト、

 空気から 0.48ミリシーベルト、

 食べ物から 0.99ミリシーベルト

出典：（財）原子力安全研究協会「新版生活環境放射線

（国民線量の算定）」（2011年）



　私たちは普通に生活していても、自然の中から1年間2.4ミリシーベルト

（世界平均の自然放射線）という放射線を受けています。

　日本平均では自然放射線が約2.1ミリシーベルト、この他に医療被ばくの

約3.9ミリシーベルトをくわえると、合計で約6.0ミリシーベルトと報告されて

います。

出典：原子放射線の影響に関する国連科学委員（UNSCEAR）2008年報告

       （財）原子力安全研究協会「新版生活環境放射線（国民線量の算定）」（2011年）
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